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１ 会議名 愛南町御荘地域審議会 

２ 議題 
(１) 新町建設計画の進捗状況について 
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５ 傍聴者数 ０人 

出席者 

６ 委員氏名 

河野 仁、田原 朱美、坂尾 良美、坪﨑 正行 

稲住 好秋、増田 智彦、藤田 一郎、武久 時子 

福村 加代、徳永 勝美 

７ 担当所属 

所属名 企画財政課 政策推進室 

担当職員 

(職・氏名) 

企画財政課長 清水 雅人 

政策推進室長 桑原 真也 

主幹 好岡 英樹 
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出席職員 

所属名 御荘支所 

出席職員 

(職・氏名) 

町長 中村 維伯 

副町長 木原 荘二 

支所長 宮本 良也 

課長補佐 上田 健司 
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坪﨑会長 

 

好岡主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (開会) 

 

議事(１)「新町建設計画の進捗状況について」事務局から説

明をお願いします。 

 

(新町建設計画の進捗状況について説明) 

 

質疑等ありませんか。 

 

(なし) 

 

議事(２)「その他」について事務局から説明をお願いします。 

 

町の政策を定める最上位の計画で、町民、事業者及び行政が

それぞれ果たすべき役割と責任を分担して、総合的かつ計画的

にまちづくりに取り組んでいくための指針となる、第３次愛南

町総合計画というものがあります。 

この第３次愛南町総合計画は、基本構想と基本計画で構成さ

れています。 

基本構想は、町の将来像とまちづくりの状況を明らかにする

もので、期間は、令和４年度から令和 11年度までの８年間です。 

基本計画は、この基本構想を実現するための政策、施策の目

指す姿、目的を明らかにするとともに、施策に貢献する基本事

業などを定めるものです。 

期間は、令和４年度から令和７年度までの前期基本計画と、

令和８年度から令和 11年度までの後期基本計画に分かれます。 

来年度、令和８年度から令和 11年度までの後期基本計画の策

定の年となっています。 

この基本構想自体を変えることはないのですが、令和８年度

からの後期基本計画は、前期の計画をベースとして、特にこの

４年間を通して力を入れていく内容などを加味して策定してい

きます。町長の公約もその一つです。 

そこで皆様にお願いがあります。この場をお借りし、皆様か

ら、これからの愛南町について、特にこのようなことに力を入

れてほしいといった御意見をお聞かせいただけたらと思ってい

ます。 

御意見をいただいたからといって必ず計画に入るものではあ
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坪﨑会員 

 

中村町長 

 

 

 

 

坪﨑会員 

 

 

中村町長 

 

 

 

 

 

武久委員 

 

 

中村町長 

 

 

りませんが、参考にさせてもらえたらと思っています。 

率直な御意見をお願いします。 

 

人口減少と、産業の育成というものが愛南町の大きな課題に

なっていると考えられます。 

後は、防災と、高齢者が住みよいまちづくりということにな

ると思います。 

 

基本的に総合計画自体は、先ほども言ったように、根本は変

わりません。 

内容的には、支えあい健やかに暮らせるまちづくり、豊かな

自然環境と共生し快適に暮らせるまちづくり、活力ある産業を

育てるまちづくり、自立と協働による安全安心なまちづくり、

豊かな心と文化を育むためのひとづくり、この５本柱が総合計

画です。 

 

高速道路の状況について、教えていただきたいです。 

 

柏地区のトンネル工事も半分ぐらい進んでいるなどという話

は聞くのですが、最終的に完成はいつかという問合わせをして

も回答はしてくれない状況です。頑張って伸ばします。という

回答です。 

 

私からもう一つ良いでしょうか。 

防潮堤について教えてください。 

 

 (防潮堤の整備について説明。) 

正しく恐れることが、一番重要だと思います。 

防潮堤で全部を守ることができるということはなく、逃げる

時間を確実に守るというものなので、これで安心だという高さ

ではありません 

 

ＡＺホテルが７月 20日にオープンということで、雇用や愛南

町に来る人も少し増えると思います。 

 

現在、海業という、水産業と観光業を掛け合わせた取組があ

ります。 

水産業や農業と一緒に動き始めていければ良いと思っていま
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藤田委員 

 

 

 

 

 

坂尾委員 

 

 

 

 

福村委員 

 

 

す。 

 

現在、赤水の体験住宅に家族で来てくれている方がいて、子

供たちもいて赤水地区で仲良く賑やかにやっていて、良い制度

だと思います。 

 

体験住宅というのは、最大半年間、愛南町での暮らしを経験

していただき、気に入った場合には移住していただくきっかけ

づくりのための場所です。 

空き家バンクという移住者を対象にした制度もありますが、

行政協力員総会で、空き家について情報提供をお願いしていま

す。 

 

アパートが少ないという話も聞きました。 

町の公営住宅は、入居に所得制限があったりするので、何か

特例を認めてほしいということで、協議を始めています。 

 

人口減少が進むと本当に困ってしまうので、住宅、町営住宅

を何とかしてほしいです。 

 

移住者については、空き家を改修するような補助金制度はあ

るのですが、あくまでも持ち主側ではなく、借りる側、買う側

の人に対する助成しかないのが現状です。 

 

漁業に対して、後継者という面で、農業と同じように支援が

できないだろうかと思っています。 

農業で移住する場合、３年間、最低限の生活の保障がありま

すが漁業の場合はありません。漁業に対しても、何か支援をお

願いします。 

 

 地方の現状というのは、高齢者ではなく生産年齢の減少であ

って、災害時にいざ逃げるとなると、なかなか高齢者や障がい

者を支援していくこと、何を優先に避難計画を立てたら良いの

か、なかなか大変なことだと思います。 

 

廃校になり、長年使っていない校舎の中で、今後、どうなる

のか尋ねたときに、防災のためという回答がありました。今後

学校が残っている所の状態がどうなるのか、少し教えてくださ



 

 

中村町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

桑原室長 

 

 

 

 

 

 

 

坪﨑会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲住委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い。 

 

分かる範囲で回答します。閉校をした後に、まずは地域に活

用をする予定がないか確認し、その予定がなければ、町内のい

ずれかの団体、最初は公的なところ、そこから私的なところで

企業まで含めて、校舎を活用する意向がないかを投げ掛けます。 

投げ掛けてもどうしても活用の手が挙がらない施設もあるの

で、そこに関してはある一定の管理はするようにしていますが、

今、話してもらったように、十分ではないということは教育委

員会に伝えます。 

 

実際、今言われたとおり、今までの方法でいけば、やっぱり

閉校した後の学校施設について、次の用途がなく、地区利用と

なった場合は、機能管理というものは現状では難しいところも

あります。 

（例えば木に関して言えば、）先ほど言われたように、剪定し

て少し切るのであれば地域の方に対応していただくと思います

が、根元からの伐採であれば町で対応できると思っています。】 

 

大きくなったら本当に危険です。 

思った以上に木の寿命というのもありますので、元気と思っ

ても、なかなか危ないということを考えると難しい部分はある

と思います。 

地域とも相談しながらという形になると思います。 

それと、先ほどエアコンの話が出たと思いますが、エアコン

については、補助事業で整備した部分もありますので、既にほ

かの小学校等で壊れた場合に、移設したりしています。 

 

本当に細かいことなので恐縮ですが、私は、高校を卒業して

大阪に行き、家庭の事情でＵターンして 30年以上になります。 

愛南町には本当にすばらしい資源があるということをまず一

つ伝えたいと思います。 

最近は、友人グループが、毎年たくさんの方を連れてきてく

れるのですが、愛南町の釣りは最高のようで、三重県や和歌山

や福井県にも行くけど愛南町が良いと、わざわざ大阪から来て

くれます。 

天候不順等で宿泊先をキャンセルするときに、愛南町内の宿

泊施設で、キャンセル料等統一した対応ができれば良いのでは
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坪﨑会長 

 

全委員 

ないかと思います。 

 

柑橘の加工場の現在の事業状態はどうなのか教えてくださ

い。 

 

農家の皆様の熱い思いによって、柑橘加工場の整備をという

ことで、旧御荘町の給食センターで設置しようと実施設計を行

い、予算化というところまで動いていました。 

ただ、予算編成に当たって、愛南町の生産農家の方々の熱い

思いはよく分かりましたが、運営組織が全く決まっていなかっ

たことなどから、現在は白紙撤回しているというのが実情です。 

先日、和口地区で説明会を実施したのですが、水産加工施設

としてふるさと納税の返礼品を製造してもらっており、本当に

柑橘農家の方々には、期待をしながら、このようになってしま

って申し訳ないと思っています。 

 

その他質疑等はありませんか。 

 

 (なし) 

 

(閉会) 

 


